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こ ど も と 表 に 関 る 一

― 音 楽 発 達 と 幼 小 の か ら 音 楽 に 関 る 表 あ そ び を る ―
1
1

子
教 育 学 科 音 楽 教 育 学
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1

平 成 29 年 3 月 の「 幼 稚 園 教 育 要 領 」「 保 育 所 保 育 指 針 」を て 幼 の 表 に め ら れ る も の
を し 音 楽 発 達 と 幼 小 の か ら な 表 あ そ び に つ い て し た 幼 に め ら れ て
い る 「 表 」 大 が け た も の な い 発 表 あ る 音 楽 の 要 の う ち 「 リ ズ ム 」「

」「 音 」の に る う に な る こ と か ら 幼 稚 園 「 歌 」「 楽 」「 音 楽 の 表 を
る 」 な ど を 音 楽 活 動 な あ る と し た さ ら に 発 な 表 を 音 楽 に 関 る 表 遊

び と し て 「 」「 か ら 」「 楽 」「 」 を い た を し 幼 小 の を し た

キーワード：こ ど も と 表 音 楽 発 達 表 あ そ び 幼 小

はじめに

は、音楽学の であるが、大学 で

音楽学 を する以前、学 で 学を学

びながら、声楽 を して活動していた 期が

ある。1999 の 学 以降、そのような ッ

ク ンドから、表現領 の「保育 指

」を 1 科目 することになった。2000 以

降、 ロ となる 2019 までの 20 間、

に 、2 程 ではあるが、大 、

の 幼稚園にて 演奏 を して行っ

てきた。その には、必 、幼稚園教 と事前

打ち わ をして、 に園児が歌っている歌

を教えてもらい、幼稚園現 における歌の

ンドを知り、それを に歌ったり、

ックパ シア ー、 遊び指遊び、 表現

も し、園児らにとって く できる

演奏 の 構成を してきた。2012

頃からは、「幼小連携を視 に れた音楽と科学

の ボ ーション」に着 し、STEAM 教育の

可能性も見出してきた。

この は、 い発見の連 であった。

必 、 的なク シック音楽の生演奏を

し、 には、 の生 演を聞か たが、

園児はい れも で、自分なりの楽しみ

方ができることを していた。 に「 ン

や音 の大小の 化が しい、 された表

現の音」に く を かれる 向を してい

た。「 リーズ」という、あら る人 の

が、子どもに りかける 、声の ッ をやや

高くし、 ン を っくりして、 を す

るという の があるとされているが、こ

のような された音声を 児の に く聞

いたことと なから しているのであろう

と考えている。子どもの生育 境と音楽的発達

は に しており、子どもの表現にも

を えていることであろう。

では、 成 29 3 の 科学省

「幼稚園教育要領」、厚生労働省「保育所保育指

針」を き、幼児期の「表現」に求められて

いるものを 認し、音楽的発達と幼小連携の

から「こどもと表現」の を し、どの

ように保育 がそこから保育 を創案できる

か考えてみることにする。

幼児期の教育に求められているもの

幼児期における教育は、人 の となる
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づくりであり、その の 及び 教育の

となることが求められている。 成 29 3

、 成 30 4 行の「幼稚園教育要

領」によると、前 において、 の に、幼児

教育で目指すべきものがうたわれている。

これからの幼稚園には、学校教育の まりと

して、( ) 人 人の幼児が、 、自分

のよさや可能性を認 するとともに、あら

る を のある として 重し、

な人 と 働しながら な 的 化を

り え、 かな人生を り き、 可能な

の創り となることができるようにする

ための を うことが求められる ( は

)。

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]

ま 、「学校教育の まり」と うところが

されていることが無視できない。小学校以降

の学びとの連 性を視 に れておくべきであ

り、自 、 ができ、そして や

の「 性」を認め、 と「 働」でき、

「 的 化を り え」られ、現 的 で

ある「 可能な 」の「創り 」となる人

を育てる教育、と小学校以降の学校教育で求

められているキーワードが でいるのである。

「 1 」「 1 幼稚園教育の

」では、「教 は、幼児の 的な活動が

保されるよう幼児 人 人の行動の理 と

に づき、 的に 境を構成しなけれ なら

ない( は )」という がある

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]。この「 的」というのも

小学校以降の学校教育におけるキーワード「

的対 的で い学び」に がっている。つま

り幼児教育は、それで 結するものではなく、

小学校以降の教育を見 えて行われるべきであ

るという い ッ ー がこの 成 29 3

の幼稚園教育要領には められている。

し、小学校以降と就学前では、子どもの発

達 に大きな があるため、それを まえた

教育がなされるべきである。そこで、就学前は、

境に れたさま まなあそびを しての育ち

が重要とされている。 2020 で、 及されて

いるように、幼児期は、遊びの で無自覚に、

「知 及び 能の 」「思考力、 力、表現

力 の 」「学びに向かう力、人間性 」とい

った「 能力」が育まれていく 期である

が、小学校の学びは、子ども自 が自覚的に

能力を していく 期である。この つ

の 期を に るには、保育 が幼稚園に

おける「領 」と小学校における「教科」の

と相違 を認 して、遊びの で 的に

園児の 能力を 分に育む必要があり、小

学校では、幼児期の 的な学びのあり方に

わ た 科的、 連的指 の をして 学

指 を さ るべきである[ 2020:139]。

つまり、 方が自 結 、保育 では小学

校教育を視 に れた保育が必要とされるので

ある。

成 29 の「幼稚園教育要領」には、

2「幼稚園教育において育みたい 能力及び

「幼児期の わりまでに育って しい 」とし

て の 10 目が られている。

な と 、 自 、 性、

性 の芽生え、 生活

との わり、 )思考力の芽生え、 )自 との

り 生 重、 ) や 形、 や な

どへの 感覚、 ) による え い、10)

かな感性と表現

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]

大まかにわけれ 、 性が 、 、「 」

の領 が 、「人間 」の領 が 、 、

、 境の領 が 、 、 の領 が

表現の領 が 10)と していると えるであ

ろう。

その「表現」においては が求められている

かというと、子どもたちの から き出てくる

「自発的な表現」を重視している。 成 29 3

の 科学省「幼稚園教育要領」、厚生労

働省「保育所保育指針」ともに表現の に「感

じたことや考えたことを自分なりに表現するこ
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とを して、 かな感性や表現する力を い、

創造性を かにする。」とある。自発的な表現が

きあがるのも、それを可能とする音楽的発達

があってこそである。子どもの音楽的発達に目

を向けてみることにする。

子どもの音楽的発達

幼児の音楽的な発達について見てみること

にする。「音楽の三要素」と え 、「旋律」、「リ

ズム」、「和音」である。 幼児がこのうち最も

く認知できるようになるのが「リズム」であ

る。旋律の認知については、 の習得の に

も大いに していると思われ、「リズム」の

に認知できるようになる。そして三要素のうち、

最 に発達するのが「和音」である。「旋律」「リ

ズム」「和音」の順に 幼児の音楽的発達を見て

みる。

2.1 旋律の から

旋律知覚能力の発達の前に、音高知覚能力の

発達についてま 見てみることにする。

Olsho 1984 によると生 か の 児は、

音の相違を聞き分けることができる。 って、

らの出す音の高さに わ て、 幼児が発

声する「 ッ ッ ン 」もできるようにな

ってくる。音高の と、 った音を に出

るかは ではあるが、 なくとも ら

の出す音に、 音以 の があれ 、生 4

か ろからその相違が知覚できるのである。

旋律知覚の で、よく知られているのが、

Dawling 1982 で行われた きらきら の旋

律の を用いた 認 である。Dawling

1982 では、以 の に を用 して を行

った。 は音 表 である。

(A ロディ( ) 「CCGGAAG」

(B) 形 か ら へ

「 」

(C) 旋 律 保 形 性 的 な も の

「EEBBCCB」

を無くしたことによって、 と

いう の になっている

(D) 旋 律 保 形 性 的 な も の

「 」

C に に をつけて、どの 性にも

さないものとなっている

(E 旋律 形       「EECCAAB」

1 Dawling 1982 の の

幼児を とする を する 、

化 化 を 用する。これは、 幼児が

めて した に対して「 き 」と

れる、生理的な指 に 化が出る を すこ

とを 用した方 である。 えた A に対し

て、 き を していたのに、 に

さくなることを「 化」と 。「 化」が見ら

れたことを 認し、 の B を える。ここ

で き が出れ 、 つの AB は、 児

に と認 されているとし、 き が出な

けれ 、 児は AB を じものと認 したと

考える。

幼児は、Dawling 1982 では、 A)とは旋律

のかたちが なる (E)については ととら

え、(A)と は違うが、旋律 のかたちが じ

プの(C D については、 A と じと え

る もある。音楽 が しい成人にも

向がある。このことから 幼児は、旋律 に

づいて旋律を認 していることが される。

の認 においても の 理を行っている

可能性が い。

に、Chang & Trehub 1977 の でも、6 カ

の 児が、旋律の形が なる ロディを、「

なる ロディ」と知覚し、Trehub,et al 1992 の

でも、8 10 カ の 児は、旋律 が

向の形のものを じ旋律とみなす 向を した。

つまり、 形 B 、旋律 保 C 、 D

については、 ロディ A と じとみなし、

旋律 の なる音 E は、 ロディ(A)

と なるとみなす。このように 1 歳を えるま

でに、旋律の形の相違を認知することができる

が、まだ 性には されないと思われる。

の習得ができるのもこの能力による可能性が

高い。このことから、 ッ ッ ン や、歌

を模倣することなどは、 期から可能であると
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される。

2.2 リズムの から

リズムは、人間の 生活に に 連して

いる。「 人のリズム感」「 のリズム」「生

活のリズム」「 のリズム」「 リズム」

などのように 用している。音楽の三要素の

で、最も く認知されるのが、「リズム」である。

境 の にある 期 動である「リズム」

をいち く認知しないと、生 に るからであ

ろう。

Morrongiello Trehub 1987 によると、音

の 間間 の は、生 6 か で 20 リ

、5 歳 の子どもで 15 リ 、大学生は 10

リ である。生 6 か で、 にリズム知覚

の である 間知覚ができている。そして

連の により、生 か で 児は に

音のまとまりについて知覚できることが分かっ

ており、生 2 か の 児であっても、(100ms

600ms 300ms)と(600ms 300ms 100ms)のリズ

ムパ ーンが なることを に できるので

あ る [Trainor&Adams 2000, Chang & Trehub 

1977]

Trehub Thrope 1989 によると生 9

か の 児は、3 音 では「×× ×」と「×

××」の相違を聞き分けることができる。4 音

では「×× ××」と「××× ×」との相違

を聞き分けることができる。

また、リズムへの 期( っているリズムに

わ て を打つ)は、 幼児や幼い子どもには

であるとされているが、 に発達していく。

リズムの そのものは、 く幼 期からでき

ているので、 動による 期を含むリズム

は、幼児に な であると えるであ

ろう。簡 に できないが、 過 ない

を えることで、 を し けることが

できるであろうと思われる。

や 化によるリズム感の違いという

化 理学 cross-cultural psychology の

もある。音楽学 の小 子は、生活の

や はリズム感に し、 は 2

子、 は 3 子が となるとの を

えている。 人はかつては だった。

リズム打ちをすると、 を める 向がみられ

る。 を歌う の、 をすり わ ながらの

いの など、この 向が見られがちである。

えの に を踏みしめることに してい

るのかもしれない。

子作 、小 作 おべ とう

このうた を、 かに をたたいて歌ってもら

って、 の を 察してみると のたびに

が まっているのが発見できるであろう。

が、 知教育大学教 、 人

学生には おべ とう このうた 、 学生には

これに相 する え ン (chant を、

を打ちながら歌ってもらって、どれだけ の

が わさっているか、 れているか、 に

ン ーをつけて した。 人は、 を

しては むように を打ち、 が れている

間の方が かったが、 人は前 のように、

を打つたびに を わ た で めていた

[ 1988]。

人と 人のリズム感の違いが表れてい

る現 と えるであろう。「 人のリズム感は

こうである」とは、なかなか検 も もでき

ないが、このような 人ならではのリズムの

とらえ方の 向を していることは、音楽

化理 の で、無 にはならないであろう。

の 音楽である能や では、 り

で かに 動していることが い。そのような

が、知ら 知ら のうちに われている。

自発的表現にも される可能性もあるであろ

う。幼児期から、幼稚園などで、和楽器演奏に

よって 楽に し れたり、 や能や

の所作を模倣するようなことがあっても い

のではないかと考える。 化の という で

教育的 が大きい。

2.3 和音、 性と う から

Trainor & Trehub 1992 では、8 カ の 児

と成人を対 に 性認知の を している。

の (C4 E4 G4 F4 D4 G

C4 E4 D4 C4)をま 提 する。そして も

聞か て 化を こし、「 化 化 」を用い
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る。 に として 6 音 G3 を

に えた(C4 E4 G4 F4 D4 G

C4 E4 D4 C4)の旋律を提 する。8 か の

児は、 順化を こさなかった。つまり 2 つの

は じ旋律であると認 したというこ

とになる。成人はその違いを簡 に できた。

に として 6 音 G3 から A に

えた(C4 E4 G4 F4 D4 G3 A C4 E4

D4 C4)の旋律を提 したところ、 児は、

順化を こさなかった。つまり 2 つの

を じ音と認 し、成人も づきにくかった。

成人は、 じ の 、音を取り えても、

としては違和感がないので、 づきにくい 。

C4 E4 G4 F4 D4 G C4 E4 D4 C4

C4 E4 G4 F4 D4 C4 E4 D4 C4

C4 E4 G4 F4 D4 A C4 E4 D4 C4

Trainor & Trehub 1992 の の

つまり成人には、 音楽の 性 キー

性に する無 的知 があり、 性の で

ロディを認 している。 児の は、

についても、 についても じと認 してい

るので、 を じと認知するのは、成人のよ

うに 性についての キー が働いたわけでは

ないと えるであろう。

Trainor & Trehub 1994 によると 5 歳児と 7

歳児も成人と じく より、 の

方が づきやすい 向があった。つまり 5 歳に

なると、成人 、 に 性 キー を 得し

ていると される。

ンド シアの 音楽 ム ンの音 は、

音楽の音 と 1 ク ー の分 方 が

なる。音 には 2 あり、 ロッ ロッと

も と、 ンドロと れるものがある。

Lynch et al.,1991,1992 の では、 性

キー を 化的 から している。 6

カ と 12 カ の 児と 10-13 歳の児 、 成人

に以 の を した

性音楽の音 を提 して 1 音取

り えた

ンド シアの 音楽 ム ンの

ロッ 音 を提 して 音取り えた

6 カ の 児は、 、 ともに成

が かった。このことから 性 キー はまだ

ないと される。12 カ の 児は、 よ

りも の成 が かった。これは 音楽

の 整 キー を 得し めていることが

される結 である。

10-13 歳の児 、成人と が がると

の成 は くなった。しかし の

は として かった。それは ンド シアの

音 にそれまで れる がなく、 キー が

なかったためと される。以 のことから、

音楽の 性 キー は、生育 境や に

し、1 歳 ろから に生成されて、成人

までに することが された。

つまり 歳以 になると、 音楽の 性

キー が育ちつつあるので、 らしさを感じる

ことができる。ということは、 と の違

いを感じることができるであろうと思われる。

じ を と で歌ってみると、その相違

を感じられるであろう。

2.4 絶対音感の から

絶対音感(Absolute pitch)とは、 の がか

りもなく、聞いた音の音高音 が できる能

力や、指 された音高を生成できる能力を指し

ている。 においては、 の 小学校

で、 の高 、 などの といった、

事 として絶対音感教育が行われていたこと

がある。また、絶対音感があると なようで

いて、 は「 動ド」が で、 楽や 12 音

で ク ー が分 されていない 音楽

も、楽しむことができないという 所もある。

音楽にとって重要なのは相対音感なので、

の音楽大学では、絶対音感より相対音感保

の方が い 向にある[ 2021 110-119]。
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これまで 6 歳を えると絶対音感はつかない

とされてきた。 2004 によると、相対音感

(Relative pitch)のように、前 の 音楽

的 ン ク 音の から相対的に 整

して音高を できる能力が につくと、絶対

音感能力は 化してしまうことが される。

相対的に を認知する能力は、音の認知以 に

も、成 と に につくものである。6 歳を

えると、相対音感が についてしまうので、相

対音感的見方が となり絶対音感能力が育成

されないのである。音楽する では絶対音感よ

り相対音感が重要とされている。

は、「 絶対音感プロ ム」を

し て い る 「 音 ー ッ ク ク ー 」

(https://ichionkai.co.jp/zettai_onkan.html

#q1)の 表である。「 絶対音感プロ ム」

は、1982 に で めて 表されたものであ

り、 の 、 子が、 大学の大

子らと して 発したものである。 音

ではなく、和音とともに和声感を育みながら音

高 を習得していくのが と える。 で

は「 CIM」 Chord Identification Method by 

Eguchi として知られている。「 音 」 ー

ック クー の HP には、 な絶対音感に

する情 が されている。

幼児と表現あそび

前 で、 幼児の音楽的発達について見て

たが、音楽の三要素のうちでは「リズム」、「旋

律」、「和音」の順に認知することができるよう

になり、音楽的能力が発達していくことが分か

った。つまり保育園、幼稚園では、「歌う」、「打

楽器などや を く」、「 や による音楽

の表情の違いを感じ取る」といったことを無理

なくできる であると えるであろう。幼児

の自発的表現を促し、 するということで、

「声」、「からだ」、「楽器」、「形」を用いて、

のような表現遊びが考えられる。

「声」を用いる 「子どもの歌(わらべうた

含)」「かえうた」「 音、 」

「からだ」を用いる 「リ ック」

「楽器」を用いる 「打楽器(和 )」

「ボディ パーカッション」「楽器作り」

「形」を用いる 「音を く」

幼児の表現あそび

3.1「声」を用いる

幼児は、 を習得する に 用するのと

じ ーによって、旋律 の認知を行

っているものと思われる。 って、幼稚園の

生や や 達の歌う歌を模倣する、自ら歌うと

いうことは、幼児にとって無理なく行えること

であろう。子どもの歌は くあり、NHK「み

なの歌」「おかあさ といっし 」 でも の

作 が作 を作っている。

[https://www.nhk.or.jp/minna/, 

https://www.nhk.jp/p/okaasan/ts/ZPW9W9XN42

/]。最 では、JPOP 風のものや、リズムが

なものも出てきているが、それもす 幼児は習

得できるようである。歌を歌い、自分の の感

情を表に出す、また、かえうたをいろいろ作り、

園児 で いに え うのも いであろう。

和声の音 性に しても 1 歳児以降、発達が見

られるので、 と の違いも感じることが

できる。1 つの を と で歌ってみて、

その表情の違いを感じることも であろう。

え 、 作 作 の こ た きつ

ねこ を ー ョンで歌う は るい表情

で、 ー ョンで歌う は きそうな表情

で歌うなどと ったことである。幼児は、音声

から発 られる 楽の表情も み取ること

ができるようになっていると思われるので、「楽

しく」「 しく」といった表情を、人間の の

などで して、そのように歌うように促すのも

いであろう。

自発的表現ということになると、自分で歌を

作ることも含まれる。その は、 に し

たものが結びつきやすいと される。わらべ

うたは、 に したものであり、子どもた

ちが 、幼稚園で自 に発している「いいよ

ー」のような歌いかけは、2 音から 3 音で構成

されることが く、わらべうたの構造と てい

ると思われる。その で、わらべうたを歌い、



─ 71 ─

こどもと表現に関する一考察

―7―

それで遊 ということは、声による自発的表現

を育てる重要な保育となるであろう。 2010

では し と 動動作の発達から 幼児の音

楽的過程を 求しており、 2015 では、わら

べうた風に作りかえられた現 の歌が、子ども

たちに 性、 ーション力、創造性、

性を育むことを している。幼児の声に

よる自発的表現を育てるには、 に した

音が めて重要であることを っている。

3.2「からだ」を用いる

からだを用いるというと を ー する

ことが いと思うが、 の 成 を うので

はなく、音楽を聴いて、その聴いた音の大小、

高 、表情について、からだで表現することを

指しており、自発的表現に がっていくと思わ

れる。

の E. ク ロ ー ズ (Emile Jaques-

Dalcroze 1865-1950 が 発し、20 に大き

く したリ ックがある。これは のよ

うなことを ン プ にした教育 である。

リ ック ン ーの HP に のように

かれている。

リ ック Rythmique Eurhythmics

は、20 に、 ー の作

で音楽教育 でもあった ー

ッ ク ク ロ ー ズ Emile Jaques-

Dalcroze 1865-1950 によって創案された音

楽教育 で、児 理学 生理学の から、

大 な幼児期の人 形成教育として知られて

います。( )

その学習 は ン や遊 のように、あら

かじめ められた動きを して り すの

ではなく、指 の演奏する音楽を聴いて、

それに して動きを し、 動 表

現 行動 します。つまり、 感じ取り 考え

行動する という、人間にとって に大

な行動パ ーンの ー ン を行うこと

になります。また、音楽に対して に

すること「 quick reaction 」を重

視するので、 力や 性を い、感じ取

ったことを に表現することで、 と

の ン をとることを目指しています。

[https://www.eurhythmics.or.jp/whats/]

リ ックは、 で 及されているように、

するための 力や、 聴こえる音か

ら、 にどのような音の動きが されるかと

いう 察力を高め、 で動くために との

ーション力も高めることから、

性の育成にもつながるとされている。音楽以

の人間形成に重要な力を育成するとされている。

でも 以降、取り れられて、演

なども 目していた教育 である。現 への

的な れとしては、 (1928 2009)

が、 音大で教えていたことから、 に

い が がっていったことが大きい。現 、

くの幼稚園、保育園でリ ックが取り れら

れている。リ ック教育を してきた

の HP に しい情 が されている。

http://www.fureai-ch.ne.jp/kambara/

index.html

また を用いて音楽を表現するということ

では、 ン リーの ン ー (Kodály 

Zoltán,1882-1967)による、音高と の高さを対

さ た ンド ンなどもある。 ー

が な を し て い る

http://kodaly.jp/about/。

3.3 「楽器」を用いる

幼児にとって、最も いやすい楽器は打楽器

であると思われる。 楽器も 楽器も指を自

に 作する必要があるが、打楽器はその必要

がない。打楽器は人 にとって、プリ ィ

なものであり、 ア リカの シ は、音高を

することのできる ーキン ド ムで

の を えてきたという。楽器も、 の和

楽器、 楽器、 の楽器と である。

ある幼稚園で、 が の打楽器奏

である園児がおり、その 境を活用する形で、

楽器を作ってみたところ、園児たちがその

の演奏を聴きたがり、ア リカの ン

の演奏を聴き、 ン を く も作った、
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が 楽器の ン に になったとその

子が されている[ 2020 140-145]。

このように園児が く知らない 楽器でも、

分に知的 を き てることができるの

である。 音楽の楽器に れる を作るこ

とは、 性も教育のキーワードである現 に

に である。まだ打楽器であれ 、

作が しくないので、 の楽器よりは自発的表

現を 分に行えるであろう。

幼稚園によっては、和 を取り れていて

いる があるが、これは の音楽の感性を

習得するという で、 であると思われ

る。 の打楽器と うことでは、 や大

などもある。歌 の 音楽や 方 の

と れる 音楽による 音では、

じ打楽器でも な音の違いを活かして、雨

や風や や の音を表現する。そのような

の音表 に れる を作ることができる

と 化の という でも が い。ま

た の楽器を習得するには、 歌(し うが)

と れる表現の 方がある。 え 、 を

「 ードロドロ」という音で表すが、これは

能 の音を「 ー」、大 の音を「ドロドロ」

と表現したものであり、楽器と 歌は対 付け

られている。 2007、2015 によると、和楽器

や 歌そのものの音の さに、幼児は を

す。

に、 や も楽器になりえる。 を

く は、「ボディ パーカッション」と

う。 な の 方があるが、作 の

子が ークな作 を創作している[

2003]。また、作 の も や風 おけ

のお を いて、 ークなパ ー ン を

行っている。

https://www.youtube.com/watch?v=zGUEnubcAH

A、

https://www.youtube.com/watch?v=uxkpOswCLZ

Q 大いに 考になるであろう。

また、楽器を作り、その 作り楽器によって、

音を出すというのもある。 ップや ムを用

いて簡易な楽器を作ると、 や のボディの

さと音の高さが することなどに づける

ことと思われる。その では、ド パ プ

と れる ームワッカーは、音の高 によっ

て さが違うので、これらに れると科学的な

知的 が生まれる可能性がある。

3.4 「形」を用いる

音楽を聴いて、それを視覚化して形にすると

いうことである。音の大小、高 、表情に っ

て や形や を 化さ て、音を表現するので

ある。 の 成 を する必要はない。あく

まで音を視覚化することが目的である。小学校

以降の音楽科では、「音楽を形作る要素」に着目

さ て、音楽を聴いて感じたことが、音楽の構

造 のどの 分から されるのかを考えて

化することをさ ようとしている。これに

がっていくと える。小学生対 ではあるが、

音 楽 学 が す る NHK for 

School お がく ボー では、 ン ー

ン の 動 の より を取り

て、 の楽 を 形化したものを してい

る。音楽を視覚化することの 考になりえる。

https://www.nhk.or.jp/school/ongaku/bravo/

3.5 音を聴く

3.5.1 ンド デ ーションの発

幼児の表現については、大人が方向づけるの

ではなく、幼児の の から き がる表現

を の に出すと うことと、 境 と

わり、育まれるのが いと うことで、 ン

ド ープの活動がし し クローズアップさ

れている。 ンド ープとは、 を指す

landscape Land +Scape め からの造

である。 人 ンド ープ

による には の に かれている。

たちがきく音の 。それが、 ンド

ープ[soundscape]です。

この は、カ の現 音楽作 、 境

思 、教育 でもある R. リー.シ ー

ー[R.Murray Schafer]により、 1960

に提 され、 に まりました。

では に「音の風 」と され、
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的には「 人、あるいは によってどの

ように知覚され理 されるかに の か

れた音 境。それ え ンド ープは、

人 あるいは 化を する人 の ー

プ とその 境との間の によって まる」

(A Handbook for Acoustic Ecology, B.Truax 

ed.,1978 )と されています。

http://www.soundscape- j.org/

soundscape.html

ンド ープ 生に大きな を えた

のは 4 分 33 という 期的な作 であろう。

ア リカの音楽 ョン ー John Milton 

Cage Jr.1912-1992 が 1952 に作 した作

である。楽 があるが、4 分 33 の間、 も指

がなく、 ー から聞こえる自 境の音

を作 として聞いてくださいという ン プ

である。つまり音楽の音、「楽音」(ド

シド)以 の「 境にある音のすべてが音楽

である」という である。この を けて、

ンド ープの発 は 生した。

の から生み出された思 と えるであろう。

ンド ープの生みの リー シ ー

ー(Raymond Murray Schafer, 1933-2021)

は、 の 律 という を き、 にあ

る音が、どのような であるかを知り、 し

い に 律 ンドデ ンを指す する

べきであるという思いを に めている。

え 、 において教 の は重要な ン

ド ークで、 が聞こえる が つの

であると ったようなことが かれている

[シ ー ー 2006]。

シ ー ーは、教育的な を い「教

の の ンド デ ーション を

いた[シ ー ー 1998]。現 、音楽 、教

育 、 学 の が わって な ン

ド ープ や ンド デ ーションを

行っており、小 が ークな活動を行っ

ている[https://www.nekomatsu.net/]。

3.5.2 自 の音に を ける

保育に ンド デ ーション的なものを

取り れ、自 の音に を ける、自 の音を

模倣し、 や や形で表現さ るというのは、

幼稚園教育要領「表現」の「 」の 「生

活の で な音、形、 、 り、動きなど

に 付いたり 感じたりするなどして楽しむ。」

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]に対 している。吉永 2021 は

「音」から がる子どもの と を

つけて、雨や風の音を用いた保育について つ

の提案をしている。それらの と可能性につ

いて考察する。

音に聴き る

「音感 」教育のパ アである吉永がま

重視しているのが、「その音に「聴き る」と

いうことです。その に を いて、風や雨の

音にただただ を ま るのです。 境の に

を き、 境と自分とのつながりを感じる」

[吉永 2021 74]ことである。それより前の に、

雨のことが大 きで、雨が降る 、 で雨

を けとめている 児の が かれてあった。

「 に たる雨の音、 に ちる雨の音、

の らで ける雨の音 すべて音が違う」

[吉永 2021 52]と 児が うと、園 の が

されている。吉永は、園 や教 の 感す

る力を し、そこからさらに て、 児は

「 に ちてくる雨の感 、 に たる

たさ、素 で たまりを く感覚、雨の の

い、 っ の 。まさに の 感覚で、

「あとから、あとから、 ってくる雨」に れ、

楽し でいたと思います。」[吉永 2021 53]と

っている。

このように雨が 根や や に たる音、

や に たる音、 の らや に たる

音は、すべて違う音がする、 て感 や いも

違うと、幼児が聴覚をはじめとする 感を じ

て、 な感覚の違いに づき、 かに 境

をとらえることができるようになるのは、自

発的表現を生み出す根幹にあたると えるであ

ろう。

音の 音化
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「聴いた音に な 音を見つけること」を

ている[吉永 2021:75]。それによって、よ

り音に すること、 達と自分の 音のつけ

方の違いを知り、自分と 人は違うことを考え

ること、そして な表現を学べることに

があるとしている。子どもは、 い音が大

きなものである。自分が聴いた音を自 に

で表現することには楽しく取り めるであろう。

じ雨でも 根に たる音、 に たる音、

の らに たる音を で違うように表現す

る をするのは創造的な活動である。

の と うことになるであろう。

音の 化を ける

吉永 2021 では、保育 に く風の音や雨の音

に、 けをして音の 化を みようというこ

とで、 を く、 き やボ などで雨

を ける、 風の り に を てかける、

す ら ープをつるす、 ー シー を

ら るなどを提案している[吉永 2021:76]。

それらを用いて の音かク ズをするのも し

としている。これは、科学的な視 を育てると

いう も っていると思われる。な そのよ

うに音が 化するのかを考えて 見 するな

ら、科学あそびの も つこととなるであろ

う。

目的を って聴く

吉永 2021 では、風の方向、雨の音の さの

化など、 いを て、目的をもって聴か ると、

幼児が して 的に聴くことができ、それ

を発表しあうと による え いもでき、

性も育まれ、自 への も生まれると

している[吉永 2021:76]。 と音を聴くので

はなく、 さ て「 的に わら る」と

いう が に重要であろう。

を く

聴いて感じた音を視覚的に表現さ 、音の高

、大小などに って を 化さ たり、着

したりすることを している[吉永 2021:77]。

前 したが、 そのものを に くことが目

的ではなく、聴いた音を視覚化することが

の目的である。そうしてできあがったものを、

吉永は「風や雨の音の 形楽 」と表現してい

るが、まさにその りである。

楽器で表現する

聴いた音を 音化して で えたり、 や

形で表現するように楽器の音で表現するのであ

る。自分が表現する音をよく聞くようになる。

音に でき、「自分であるいは ープで作成

した 形楽 を音に き える表現は、 の

にある音の ー を 現化する活動」 [吉永

2021:78]である。また小学校音楽科の学びとも

連動性がある。

楽器作りの を して行うのも いであ

ろう。これまでの保育でも、 ー でできた

器や ップの に、 ーズやその 、素

の なるものを れて カ のように降って、

音の相違を楽しむ のものがあったが、それ

を自 の音と 連付けて行うということである。

発音そのものへの、科学的な知的 の芽も

育めることであろう。

とともに

境 だけでは出 えない な 音が

にはあるので、それに出 う を作ること

で、子どもの感性を し、発 を かに が

りのあるものにすることを期 している [吉永

2021 78]。 を った表現遊びの は く提

案、 されている。 を むだけではなく、

に音を付けるなども みると いであろう。

を用いるときに になるのは、「 」であ

る。デ の為に、 の形からかなり

がめられた表現であることもし し ある。必

しも しいもの かりでもなく、いわ る「へ

たうま」のようなものもある。 の「 」に

ついては、子どものその の造形表現に、大き

く を える可能性があると思われるので、

重に するべきであろう。

まとめ

以 、 成 29 3 の 科学省 幼
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稚園教育要領及び厚生労働省 保育所保育指針

において、幼児期の教育に求められるもの、音

楽的発達の過程、自発的表現を促す表現あそび

について整理、考察してきた。

幼児期の教育で求められている「表現」は、

大人が方向づけたものではない自発的表現であ

る。そして音楽の三要素のうちでは、「リズム」

「旋律」「和音」の順に認知することができ、最

も発達が遅い「和音」でも 1 歳の頃には習得の

兆しが見えている。絶対音感については、相対

音感の能力の高まりとともに、能力育成ができ

なくなり、6 歳を境にしている。つまり、幼稚

園、保育園、こども園では、「歌を模倣する」、

「歌う」、「打楽器をはじめとして簡易楽器を演

奏する」、「ボディパーカッションをする」、「音

楽の表情を聞き取る」などを含む音楽活動は、

無理なことではないことが分かった。さらに音

楽の自発的表現を促すものとして、「声」「から

だ」「楽器」「形」を用いた音楽の表現遊びにつ

いて考察した。吉永 2021 で提案されている、

雨や風の音を聴いて、子どもの自発的な表現に

どう結び付けていくかについても検討した。

これらを踏まえて、子どもの自発的な表現を

促す表現遊びを、創造的に考案していく努力を

重ねていくことが必要であろう。小学校との連

携を重視するようになっているので、これまで

はクローズアップされていなかった「聴く」と

いう行為を大事にすることも必要であると思わ

れる。「聴く」という行為は、すべての音楽活動

の根幹である。「表現」が、「聴く」ことの蓄積

から生み出されるものであることは間違いない。

聴いている音の視覚化などにより、小学校以

降の音楽科のキーワードである「音を形作る構

成要素」への着目の芽を、就学前に育める可能

性も大いに秘めていることであろう。
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